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指宿植物試験場 の水 田は海抜3～4mと 低 く,特 に周辺か ら海岸方向への全水田が休耕 地 となっているこ

と,排 水路 の整備 の不十分 さもあって,排 水が悪 く冠水常襲の湿田であ る。前報 までに,水 稲 の生育不 良の

原因が イネ黄化萎縮病 による もので あるこ とを明 らか に し,越 冬 イネ科雑 草の防除 と,薬 剤散布 に よる対策

を講 じ,本 病 の発生 を抑 えるこ とが可能 になった。

本水 田は,毎 年侵冠水の被害 を受 け,管 理 ・収穫作 業 にも多大な人力 を必要 とする悪条件下 にある。 これ

らの問題 を解決す ることが重要であ る。

指宿地方で は,特 に,8月 中旬以降 になると台風 襲来 と俄雨 が多 くな り,排 水不 良 と倒伏 のため収穫 機 に

よる適期収穫が困難であ る。 これ ら被害 を最小 限 に抑 える ように栽培計 画,実 行 して きた。

1つ 目は,移 植時期 を替 え,収 穫 を2回 にわけ,1回 目を7月 下旬,2回 目を8月 上 ・中旬 を 目標 に,最

低温度 を考慮 し,移 植 時期の設定 を した。 しか し,3月 下旬移植 は,低 温 のため赤枯 れ病(イ ネ黄化萎縮病)

発生が多 くみ られ,補 植作 業が長期 間かか り,同 一圃場 で収穫期 が異 な り青米が多 く品質が低下 し,収 穫量

も半減 した。

2つ 目は,収 穫 時期 の早 い品種 の導入が考 え られ,鹿 児 島県農試育成 の新 品種 ナツノタ ヨリを導入 した。

ナツノタヨリは,従 来の コシ ヒカ リよ り1週 間収穫が早 くで きる品種で ある。1994年 か ら導入 して栽培 した

結果,多 肥栽培 で も倒伏 しに くいが収穫量 は期待 したほ ど得 られなか った。

そ こで,1995年 は施肥量 を替 え栽培 し,増 収 に向けて検討栽培 の準備 を した。 しか し,1995年 は,初 期生

育 は第1表 の通 り順調 な生育 であったが,6月 下旬 ～7月 下旬 にか けて侵 ・冠水 にあい,収 穫 量は昨年度 の

約半分 と激減 したので,そ の被害様相 をま とめ報告す る。

材料及び方法

圃場西側 の1,3,4,5号 田にコシ ヒカ リ,2号 田 にヒ トメボ レを植 え付 け,圃 場東側 の6,8,9,

10号 田にナツノ タヨリ,7号 田にコシヒカリと西南89号 モチ を植 えた。調査 は草 丈 と茎数及 び収穫時 の粒数

につ いて行 った。

結果 及び考察

水害 による被害差の原因 は,浸 水 害か冠水 害に よって,大 きい違 いが生 じる。同 じ浸水,冠 水で も,そ の

日数が次 に大 きな条件 となる。すなわち,冠 水 の 日数の長 いほ ど被害 は大 きくなる と言 われ る。その一例 を

第2図 に示 し,圃 場 の高低差 で被害状況 を検討 した(第1,2表)。1995年6月21,25,30日,7月1,2

日に指宿 地方は33.5～192mmを 越 える雨量 を記録 した(第1図)。

この時期 には,ナ ツノ タヨリは出穂前,ほ ば らみ期(6月21,25日)と ほぞ ろい期(6月30日,7月1,

2日)に,コ シ ヒカ リも出穂直後 にあた り3日 間冠水 した。圃場番号1,2,3,6,7,8号 は20mm程 度

の降雨量 で も長時 間冠水す る最 も低い位置 にあ る。1株 当 り粒数調査で も同 じ品種 の1号 田 と5号 田を比べ

る と,5号 田の56%と,6号 田 と10号 田は6号 田の方が37%の 減収 となった。

以上 の ように本年度 は生育 に障害が発生す るといわれ る20℃ 以上の水 に長時間の侵冠水 がほぼ2週 間の短

期 間に2回 も発生 したため に被害 をよ り大 き くした もの と考え られ る。

今後 は,降 雨被害 を避け るため植 え付 け,出 穂,収 穫 時期 を検討 して,温 暖地 の特性 を生 か した早植 え,

早取 りを検 討す ることが必要であ る。
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第1図 水稲出穂時期の平均気温と降水量(指 宿植物試験場観測地)。
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第2図 冠水日数と被害

(農林省,減 収推定尺度,1962か ら作図)

乳熟期(出 穂後7～14日)濁 水停滞。

第1表 圃場別の草丈の推移(10株 当 り平均値cm)

一

品 種 5/17 24 31 6/7 15 28 収穫時

1号 田 コ シ ヒ カ リ 23.1 28.0 38.0 49.3 60.4 78.5 105.0

2号 田 ヒ ト メ ボ レ 21.9 27.2 37.1 49.1 55.6 65.5 95.0

3号 田 コ シ ヒ カ リ 25.0 33.3 41.5 58.1 68.0 80.4 102.0

4号 田 コ シ ヒ カ リ 25.9 32.0 44.3 56.8 61.6 77.3 96.0

5号 田 コ シ ヒ カ リ 27.7 32.8 46.6 58.1 67.8 86.3 107.0

6号 田 ナ ツ ノ タ ヨ リ 22.7 30.7 41.6 52.8 57.4 72.5 79.0

7号田 コ シ ヒ カ リ 25.2 33.1 46.9 53.6 59.9 73.6 87.0

8号 田 ナ ツ ノ タ ヨ リ 22.1 27.8 38.7 49.5 58.3 78.2 111.0

9号 田 ナ ツ ノ タ ヨ リ 25.4 33.2 46.7 57.5 64.1 76.8 98.0

10号 田 ナ ツ ノ タ ヨ リ 23.1 30.4 44.4 55.8 64.0 78.3 102.0

第2表 圃場別の草丈の推移(10株 当り平均値cm)

品 種 5/17 24 31 6/7 15 28 収穫時 粒 数 粒数比

1号 田
2号 田

3号 田

4号 田

5号 田
6号 田

コ シ ヒ カ リ

ヒ ト メ ボ レ

コ シ ヒ カ リ

コ シ ヒ カ リ

コ シ ヒ カ リ

ナ ツ ノ タ ヨ リ

5.8
8.4

6.5

6.6

5.1
8.3

8.0

16.5

12.3

11.7
9.1

13.9

14.0

23.0
20.5

18.9

14.0

19.2

20.0
26.5

27.1

23.7

17.5
22.9

25.0

27.3

29.7

25.4
21.7

24.8

24.0

25.0
29.0

23.3

21.2

23.4

27.0
26.0

17.0

20.0

25.0

25.0

994
1,583

956

1,464

2,251

1,166

100

159

96

147
226

117

7号 田 コ シ ヒ カ リ 5.2 9.4 15.0 22.6 24.7 21.6 19.0 770 77

8号 田 ナ ツノタヨ リ 6.3 10.5 17.7 24.5 27.7 28.0 28.0 1,200 121

9号 田 ナ ツノタヨ リ 9.8 15.3 22.7 26.8 26.7 22.9 28.0 1,783 179

10号 田 ナ ツノタヨ リ 6.3 11.9 21.2 23.3 25.8 22.7 28.0 1,846 186


